
令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について

彦根市教育委員会事務局調査の目的・内容

（１）目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上
の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習
状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を
検証し、その改善を図るとともに、学校における
児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改
善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じ
て、教育に関する継続的な検証改善サイクルを
確立する。

（２）調査対象
国・公・私立学校の小学校第6学年 中学校第
3学年 原則として全児童生徒

（３）調査事項
①児童生徒に対する調査
ア：教科に関する調査（国語 算数・数学）（中学のみ英語）
出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導
事項を原則とし、出題内容は以下のとおり。
・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響
を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に活用
できるようになっていることが望ましい知識・技能等
・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、
様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善
する力等に関わる内容。

イ：質問紙調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等

②学校質問紙調査
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・
物的な教育条件の整備の状況等
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「彦根教育学びの提言 プラス
ひこねっこ こころそだての６か条」
これからの時代を生きるうえで重要な

「非認知能力」を子ども達に育むことをめ
ざして、令和２年度に作成しました。
全国・学習状況調査の児童生徒質問紙の

回答状況を６か条の視点で分析しました。

≪非認知能力≫３つの能力と構成する要素
◇目標の達成
忍耐力 自己抑制力 目標への情熱

◇他者との協働
社交性 敬意 思いやり

◇情動の制御
自尊心 楽観性 自信
(出典「非認知能力が子どもを伸ばす」中山芳一 著 東京書籍)
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ICT活用による多様な指導・支援の充実

心を磨き可能性を引き出す彦根教育
ふるさとに愛着と誇りを持ち、自ら学ぶ好奇心を兼ね備えた、心豊かでたくましい人づくり

彦根市教育大綱
R4～基本方針

第Ⅲ期
彦根市学力向上推進プラン
(通称 学び実感ひこねプラン)
R4～R6 R5は2年目

中学校区毎や学校の実態に
即した実践と検証

各校の学ぶ力向上策と共通実践

 実践と検証のPDCAｻｲｸﾙ
・市共通アンケート
 年2回、小3～中3、教員
・リーダー研修
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学びの楽しさを実感

学びの定着を実感



「３つの視点」と「１０の目標達成のための力点」について

キャッチーな合言葉
「わかった」「できた」「もっと学びたい」

「安心」
「チーム一丸」

県取組の重点とそろえる

で焦点化



令和５年度「彦根市の学力向上策」について
取組事項 評価指標

【視点１】学びを実感できる授業づくり
○授業終末の
充実
○自分の考え
を書く学習活
動の充実

・児童生徒アンケート「授業の終わりにしっかり振り返りを書いて、自分の
学びをみつめましたか」について肯定的評価100％

・教員アンケート「授業では、児童生徒が自分の考えを書く学習活動をよく
設定していますか。」について肯定的評価100％

【視点２】学ぶ意欲を引き出す学習集団づくり
○非認知能力
を育成する指
導の充実
○読書活動の
充実

・児童生徒アンケート「【目標の達成】・授業では課題の解決に向けて、自
分で考え、自分から取り組んでいましたか。」について肯定的評価100％

・児童生徒アンケート「普段，１日当たりどれくらいの時間，読書をします
か（学校で読書した時間も含む。）（市）」について不読率０％

【視点３】子どものために一丸となって取り組む学校づくり
○デジタル
セーブの取組
の推進

・児童生徒アンケート「普段、一日あたりどれくらいの時間、テレビゲーム
やスマートフォン等をしますか」について「２時間より少ない」の回答が
100％
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「共通アンケート」の実施

全国学力・学習状況調査の課題

・対象が６年、３年のみ
・調査を受ける子どもが毎年変わるため、経年での伸びが
把握できない

児童生徒・教員に彦根市共通アンケートを実施して経
年での伸びを把握し、PDCAサイクルの確立に
つなげる
（７月、12月頃に実施予定）

Microsoft Formsで実施
自動集計



「彦根市共通アンケート」に示している 授業づくり のポイント

・①授業では、児童・生徒の気づきや問題意識から、めあてを設定していますか。

・⑩授業では、児童生徒が見通しをもって自分の考えを書けるように手立てを工夫していますか。
・⑨授業では、児童生徒が自分の考えを書く学習活動をよく設定していますか。

・⑭話し合う活動では、話し合う内容を焦点化したり、切り返しの発問をしたりして、考えを深め
たり、広げたりする支援を行っていますか。

・⑪授業では、児童生徒が話し合いを通して気付いたことをノートに書き加えたり、修正したりす
るなどの指導をしていますか。

・③本時で学習したことについて、自分の言葉でまとめを書かせることに取り組んでいますか。
・②授業の終わりに、めあてに対応したまとめをする活動を行い、本時の学びを全体で共有してい
ますか。

・④算数／数学の授業では、授業の終わりに「確かめ問題」に取り組ませていますか。

・⑤学習した内容について「振り返り」を書く活動において、キーワードや振り返りの視点を示す
などの支援をよく行っていますか。

・⑥児童生徒の「振り返り」について、次の時間のめあての設定に生かしたり、授業展開に反映さ
せたりしていますか。
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教員に調査



「彦根市共通アンケート」に示している 基盤・体制づくり のポイント

・（教科名）の勉強は好きですか ・（教科名）の勉強の内容はよく分かりますか
・授業のめあては自分たちで決めていたと思いますか【県］
・毎日の授業で、わかったことをしっかりノートにまとめていますか【市」
・（算数・数学）の授業では、授業の終わりに「確かめ問題」に取り組んでいますか【市】
・授業の終わりにしっかり振り返りを書いて、自分の学びを見つめましたか【市】
・授業で、コンピュータ等のICT機器をどの程度しようしましたか
・学校で、コンピュータ等のICT機器を他の児童生徒と意見を交換したり調べたりするために使用していますか。
・授業では、自分の考えを最後まで書こうと努力しましたか。
・４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと思いますか。【県］
・授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。
・学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていますか。
・難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。
・自分にはよいところがあると思いますか。
・授業では、発表している人の方を向いて話を聞き、うなずいたり質問したりするなど反応していますか。【市】
・普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか。【市】
・家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含む）
・学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で
勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含む）
・普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビゲームやスマートフォン等（コンピュータ
ゲーム，スマートフォンを使ってのSNS利用や動画視聴も含む）をしますか。
・携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について，家の人と約束したことを守っていますか。

児童･生徒
に調査
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彦根市共通アンケートの結果 「デジタルセーブ」
児・生アンケート「普段、一日あたりどれくらいの時間、テレビゲームやスマート
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彦根市共通アンケート 「読書の時間」
児童・生徒アンケート「普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，
読書をしますか（学校で読書した時間もふくむ）」

中学校

小学校



学びの再マスタープリントについて
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プラス１問！ 単元末の評価問題として活用！ ３学期の「学び
の再マスター期
間」以外でも活
用が可能です！

市販の業者テストだけ
で、思考・判断・表現
まで評価するのは、ど
うも違和感が・・・

それなら、学びの再マスター
プリントの活用を！学習指導
要領に示された資質・能力が
身に付いているかを評価する
のにぴったりです。

「学びの再マスタープリント」の活用時期を位置付けた小学校算数科年間指導計画

いくつかの単元で
は、評価問題とし
てプラス１問で活
用できますね。

この問題を解けるよう
になるための授業展開
を考えるぞ！

例として算数科の年間
計画に学びの再マス
タープリントの活用時
期を示しました。小学
校理科、中学校数学・
理科もあります。

評価問題が変われば授
業も変わります。積極
的にご活用ください。

Ｍドライブにデータがあ
ります。

赤字はR5【記
述】追加分です。



「チーム一丸」となって取組を進めるために
授業づくり

「再構築した姿」
ゴールの明確な設定

「学ぶ力」向上の取組

次時の質の向上へ

具体的な支援
ゴールがはっきり
してると、支援が
具体的・意図的に
なりますね

適切な評価目指す子どもの姿
がはっきりしてる
と、展開のよかっ
たところや修正点
が見えてきますね

「我が校の学ぶ力向上策」
の「評価指標」の共通理解
ゴールの明確な設定

具体的な取組

最初に、目指す子
どもの姿や、アン
ケート項目を共有
すると、学校全体
で何に取り組めば
いいのかがはっき
りし、指導のベク
トルがそろいます
ね

定期的な検証

次の取組の質の向上へ

アンケート項目も
事前に共通理解し
ているので、定期
的な検証・改善の
サイクルを確立し
やすくなりますね
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